2013年10月　憲法会議

リーフレット「集団的自衛権を考える」で安倍暴走にストップを！

　リーフレット「集団的自衛権を考える━憲法9条を変えなくても『戦争する国』に　そんな体制づくりが狙われています」が好評です。
安倍政権が国民と国際世論に反して、集団的自衛権行使容認で憲法を骨抜きにし、日本を戦争する国に変える大暴走を始めています。今こそ集団的自衛権行使容認に反対し、憲法を守り生かす攻勢的な運動を！

リーフレットは、集団的自衛権問題をわかりやすく解明しています。読みやすいものにし、価格をできるだけ抑えました。ミニ学習会、宣伝に最適のリーフと確信します。積極的なご活用を呼びかけます。
Ａ４を３つ折にし、６ページ建て。カット多用、カラー印刷です。

　　リーフレット主な内容　　　

─表紙、裏表紙─　表紙─集団的自衛権を考える　憲法９条を変えなくても「戦争する国」に　そんな体制づくりが狙われています　憲法会議／裏表紙─「戦争する国はいや！」の声を。９条条文紹介。奥付。

─１　何がかえられようとしているの？─　ナチスの手口そっくり─暴走する安倍政権、法律制定や閣議決定だけで9条の機能停止をねらう！　内閣法制局長官の首のすげ替えも。
─2　なぜ今「集団的自衛権」にこだわるの？─　アメリカが求める軍事的分担（世界の軍事費支出をグラフで紹介）、安倍流「強い日本」取り戻す。しかし安倍暴走には自民党長老たちも異論。

─3　「戦争する国」って、どんな国？─　自民党「国家安全保障基本法案」は、海外への攻撃も想定し、国民への総動員を負わせようとしています。

─4　同じ考え方の国との強力は必要では？─　〝自衛権〟は言葉のトリック、国連憲章制定時にアメリカが世界支配の必要性から無理にねじ込みました。ベトナム戦争〔アメリカ〕やチェコ侵略（旧ソ）などの口実に「集団的自衛権」が使われました。

─5　領土問題など、供えがないと不安では？─　国連も9条も２回の世界大戦の犠牲・痛苦の教訓から生まれました。今、世界の流れは地域の平和機構（ＥＵ、アジア諸国連合など）。「紛争を戦争にしない」ため軍事力の強化でなく、平和外交が必要です。

　　値段などリーフレット活用の条件　　　
・単価３円（送料別）。
・団体の「名入れ」活用も歓迎します（詳細は相談の上）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【リーフレット「集団的自衛権を考える」注文書】

　　　月　　　日　　ご注文者（　　　　　　　　）
都道府県憲法会議名・団体名・お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご注文数　  　　　　部
送り先住所　〒　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

℡　　　　　　　　　　　Fax                    Eメール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
ご注文・お問い合わせ⇒憲法会議　℡03-3261-9007　Fax03-3261-5453 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eメール:mail@kenpoukaigi.gr.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

PAGE  

